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Ⅰ　研究の目的
　国内では，「人権教育及び人権啓発の推進に関す























An analytical study on the relationship between human rights education and moral education: 
Focusing on moral lesson records on the issue of leprosy
Takanori KAWANOBE
ABSTRACT
　　This paper analyzes the records of lesson practice on human rights issues （HIV-
infected persons, leprosy patients, ex-patients, etc.） published in morality textbooks, and 
examines the relationship between human rights education and moral education from a 
practical perspective. It is something to consider. From the analysis results of lesson records 
using morality textbooks teaching materials on human rights issues （HIV-infected persons, 
Hansenʼs disease patients, ex-patients, etc.）, the knowledge aspects and values of “components 
of qualities and abilities that we want to develop through human rights education” It 
was confirmed that the three aspects of the objective / attitude aspect and the technical 
aspect were extracted in a complex manner. In addition, some of the content related to 
human rights could be confirmed from the utterance records of group activities.With the 
establishment of the moral department, it can be considered that human rights education and 
moral education tend to seek cooperation, and the establishment of the morality department 
contributed to advancing the relationship between human rights education and moral 
education to a new stage. It can be said that it is.






































































































































































































































































































































































































































Ａ 4 ： 1 ，2 ，3 ，4 ，5 （順番を確認），これ
どうしようか。
Ａ 5 ： 最後はみんなで総合的なものを書く
んじゃないの。
Ａ 4 ： なるほど。じゃあみんなに聞いて。
Ａ 5 ： そう。そして，みんなが言いたいの
はということを。
Ａ 4 ： なるほど。分かりました。それでは，次。




Ａ 5 ： 書けているまででいい？
Ａ 4 ： うん。







Ａ 4 ： はい。みんなが言いたいことは。こ
れどうしよう書いちゃったよ。
Ａ 5 ： たぶん。全員の意見を書いて最後の
一文にみんなが言いたいことを書く
んだよ。
Ａ 4 ： なるほど。みんなの聞いて総合的な
のをずっと書くかと思った。はい。
もう一回言って。
Ａ 3 ： 誰もが幸せになれる社会とは，みん
なが平等で差別や暴力が起きない社
会。
Ａ 6 ： なんで，鉛筆にしなかったのはなぜだ。
Ａ 4 ： 暴力で？
Ａ 3 ：暴力が起きない社会。
Ａ 5 ：あれ。何だっけ。
Ａ 6 ： 全ての人が平等で，差別など悪い行
いがない社会。








Ｂ 1 ： 人権などが守られる。戦争がない。
強制労働しない。
Ｂ 2 ： 書いちゃだめなの。強制労働をしない。
何て言ったの？
Ｂ 1 ： だから，人権などが守られる。あと，
Ｂ 3 のも聞いてないじゃん。
Ｂ 3 ： 社会じゃないから。実現をさまたげ
ているものは，まだ書けていないか
ら。
Ｂ 1 ： 実現をさまたげているものっていっ
ぱいあるんじゃない。
Ｂ 3 ： 差別。
Ｂ 1 ： 差別。その通り。差別でいいんじゃ
ない。差別しないって書けばいいじゃ
ん。
Ｂ 2 ： ハンセン病の差別？










Ｂ 2 ： 病気など。あと，何かあるかな。Ｂ
4 は？
Ｂ 4 ： 戦争をしないでいいと思う。
Ｂ 3 ：いや…。長い。










Ｃ 1 ： さまたげているって何？分からない。
Ｃ 2 ： じゃあ，私からいい。
Ｃ 1 ： どうぞ。






Ｃ 3 ：実現をさまたげているものは？  
Ｃ 2 ：ここも書くの？
Ｃ 3 ： たぶんそうみたい。先生が言っていた。
だれもが幸せになれる社会とは？

























Ｃ 2 ： じゃあ，まずそれ。それ鉛筆でやっ
てからさ。
Ｃ 1 ：でももういいよ。
















































Ｄ 4 ： 誰もが幸せになれる社会とは，「ハン
セン病」などは，関係なく，みんな
で生きていくのが大切だと思います。
Ｄ 2 ： ちょっと待って聞こえない。変な文
だからさ。









Ｄ 2 ： はい。良かったよ。基本的人権を守
るにするか。
Ｄ 1 ：うん。守る。とりあえず差別までで。











Ｅ 1 ： 問題なんて考えたらめちゃくちゃあ
ると思う。




Ｅ 1 ： 色々な国に色々なものをつくってパ
ラダイスって。
Ｅ 2 ： たぶん人間が人間でいるかぎり平和
な社会はつくれない気がする。
Ｅ 1 ：全国に日本のよさをアピールする。














Ｅ 3 ：Ｅ 2 。どうぞ。


















Ｅ 1 ： 誰もが幸せになれる社会って何なの。
全然思いつかないんだけど。
Ｅ 2 ： 全ての人が同じものを好きで，同じ
体の条件で同じものが嫌いでそんな
社会。
Ｅ 1 ： それって，強制じゃない。自分が好
きなものとか言えないんでしょ。そ
んなの幸せだと思えない。
Ｅ 4 ： 意見がバラバラだからさあ。この世
界の人が全員同じなの全く。顔も性
格も。




Ｅ 2 ： 全く全ての人が同じだったら，人を
区別する必要なんてないじゃん。





















Ｆ 1 ： じゃあ。この二つでいい？箇条書き
で良いって言っていたよね。薄い。
Ｆ 3 ： こっちの方（ペン）が書けるんじゃ
ない。



















































































































































































ｏ 偏見や差別を見きわめる技能 偏見による被害を防ぐために正しい知識が重要であることへの気付き 7（24）
ｐ 協力的・建設的に問題解決する技能





























































1 ） 3 段目の表札を基にした場合は，データの分類が
抽象的になることや， 1 段目の表札を基にした場合
には，データが累積されずに KJ 法の特徴が活かされ
ないと考えられる。従って， 2 段目の表札を基にして
「人権教育を通じて育てたい資質・能力の構成要素」
を抽出することが適していると判断した。
2 ）人権感覚とは，「人権の価値やその重要性にかんが
み，人権が擁護され，実現されている状態を感知し
て，これを望ましいものと感じ，反対に，これが侵害
されている状態を感知して，それを許せないとする
ような，価値志向的な感覚である。『価値志向的な感
覚』とは，人間にとってきわめて重要な価値である人
権が守られることを肯定し，侵害されることを否定す
るという意味において，まさに価値を志向し，価値に
向かおうとする感覚であることを言ったものである。」
と「人権教育の指導方法等の在り方について［第三
次とりまとめ］―指導の在り方編―」（文部科学省，
2008）に明記されていると共に，「価値的・態度的側
面」と「技能的側面」が人権感覚の育成に深く関わっ
ていることが説明されている。
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抄　　　録
　本稿は，道徳教科書に掲載されている人権課題（HIV 感染者・ハンセン病患者・元患者等）を題材とした
授業実践の記録を分析し，人権教育と道徳教育の関連性を実践的な観点から考察するものである。人権課題
（HIV 感染者・ハンセン病患者・元患者等）を題材にした道徳教科書教材を活用した授業記録の分析結果から，
「人権教育を通じて育てたい資質・能力の構成要素」の知識的側面と価値的・態度的側面，技能的側面の 3
側面を複合的に抽出することが確認できた。また，グループ活動の発話記録から，人権に関する内容も一部
で確認できた。道徳科の新設によって，人権教育と道徳教育は連携を模索する傾向にあることが考察でき，
道徳科の新設は人権教育と道徳教育の関連性を新たな段階へと進めていることに寄与しているといえよう。
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